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小﨑：そうですね。
知事：では、ヘルプマークやカードを見かけたら、どの

ように声をかけてほしいと思いますか。
小﨑：やっぱり、席を譲りましょうと言っていただける

と、とてもうれしいです。また、困っていること
があったら、いつでも声をかけてねと言っていた
だけると、すごくありがたいです。

知事：なるほど。その時は何も頼ることはなくても、そ
のように言ってもらうと安心ですね。

小﨑：はい。
知事：もしもの時にも頼りになるヘルプカードですが、持つのをどうしようかと思う人もいらっしゃるかもしれ

ませんね。
小﨑：そうですね。このカードを持つかどうかは、ご本人次第ですが、万一の時にヘルプカードに記載された病

気の情報が救急隊員に伝わると対応がしやすいので、お守り代わりに持っていただけたらと思っていま
す。

知事：そうですよね。地震や風水害など、日本は災害の多い国ですから、お守り代わりに持っておいていただく
ことは大事ですね。

小﨑：はい。
知事：ヘルプカードをより多くの方に知っていただくた

めに、県民の方にお願いしたいことはありますか。
小﨑：ヘルプカードは、ハンディキャップがない方に知

っていただいてこそ、初めて役に立つものです。
ぜひ家族や友人、周りの方に伝えていただきたい
と思います。

知事：小﨑さんが普及啓発の活動を始めた頃と、現在と
では手応えは違うと思われますか。

小﨑：そうですね。先日もタクシーの運転手さんに、「い
つもヘルプマークを付けているんですね」と言わ
れました。

知事：その運転手さんは、報道などで小﨑さんのことを
知っていて声かけてくれたんですね。

小﨑：はい。ありがたいことです。
知事：周りで応援してくださる方の輪も広がっているよ

うですね。
小﨑：一緒に活動をしてくださる方も徐々に増えていま

す。最近は小学生のお子さんも手伝ってくれてい

料亭旅館 大正館（四日市市）での啓発講演の様子

小﨑さんの活動を応援する四日市西ライオンズクラブの
皆さんにもお会いしました。

聴講者の方に講演の感想を聞くと「自分も行動をおこし
て思いやりのある町にしたい」と話していただきました。
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ます。
知事：子どもたちが活動を始めると、大人の意識も変わってきますからね。
小﨑：この前は、小学生のお子さんが自分の学校の校長先生にヘルプマークの活動を広げるように頼んでくると

言ってくれました。
知事：それは、うれしいですね。きっと、その子は思いやりのある大人になるでしょうね。そのような子が増え

て、次世代によい影響を与えてほしいですね。
小﨑：本当にありがたいなと思います。
知事：ありがとうございます。我々も一緒に頑張っていきますので、よろしくお願いします。
小﨑：よろしくお願いします。ありがとうございました。

普及に向け身近な人に広めていくことが大事だとお話し
いただきました。

駅でのヘルプマーク街頭啓発の様子

三重で働く女性の挑戦を称える「チャレンジャーズ・アワー
ド2017」ではファイナリストに選定され、働く女性のロー
ルモデルとしても活躍中です。

（公社）三重県バス協会に協力いただき、県内の路線バスに
啓発ステッカーを貼っていただいています。
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小﨑さんの講演会終了後、参加された皆さんと記念撮影をしました。


